
加
計
學
園
の
獸
醫
學
部
新
設
を
巡
り
、
同
學
園
の
理
事
長
と
安
倍
首
相
と
の
交
友
關
係
に
疑
義
が
生
じ
、
さ
し
も
安
定

高
支
持
率
を
誇
り
た
る
政
權
の
根
柢
を
搖
る
が
す
に
至
る
。
實
際
に
は
贈
收
賄
の
事
實
や
、
結
果
と
し
て
同
學
園
が
他

の
先
發
申
請
者
を
不
當
に
排
除
し
て
の
新
設
認
定
の
事
實
等
は
未
だ
見
當
ら
ざ
る
も
、
豫
て
よ
り
の
報
道
系
の
安
倍
憎

し
も
あ
り
た
る
に
や
、
恰
も
シ
ー
メ
ン
ス
の
山
本
權
兵
衞
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
の
田
中
角
榮
兩
總
理
に
竝
ぶ
世
紀
の
大
疑
獄
の

如
く
に
扱
ふ
な
ん
め
る
。
そ
の
中
心
的
論
據
は
、
前
川
喜
平
前
文
部
科
學
事
務
次
官
に
よ
る
告
發
に
し
て
、
和
泉
洋
人
首

相
補
佐
官
よ
り
「
總
理
は
自
分
の
口
か
ら
言
へ
な
い
か
ら
私
が
代
り
に
言
ふ
」
と
て
、
學
部
新
設
の
早
期
進
展
を
求
め
ら

れ
た
り
と
し
、
和
泉
氏
は
言
う
た
る
覺
え
な
し
と
、
國
會
の
閉
會
中
審
査
に
て
互
に
應
酬
す
。
言
明
あ
り
と
す
る
前
川
氏

に
は
物
證
「
議
事
録
」
の
類
あ
り
、
是
を
無
し
と
す
る
和
泉
氏
に
は
惡
魔
の
證
明
に
物
的
證
據
な
く
、
結
論
を
得
ず
と
い

へ
ど
も
、
前
川
氏
に
半
歩
の
利
こ
そ
あ
ら
め
。
一
般
讀
者
然
も
あ
り
な
む
と
す
。

一
方
茲
に
驚
愕
の
事
實
あ
り
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
の
自
衞
隊
の
日
報
問
題
こ
れ
な
り
。
報
道
は
日
報
に
記
す
「
戰

鬪
」
の
文
字
に
派
遣
の
違
法
性
よ
り
始
め
て
、
日
報
そ
れ
自
身
の
保
管
、
更
に
は
防
衞
大
臣
の
隱
匿
指
示
の
有
無
を
問
題

視
せ
る
記
事
を
連
日
掲
載
す
。
遂
に
稻
田
防
衞
相
は
特
別
防
衞
監
察
を
實
施
、
自
ら
も
其
の
聞
取
り
調
査
に
應
じ
、
日
報

隱
匿
の
指
示
認
め
ら
れ
ず
と
の
結
論
を
得
る
も
翌
日
辭
任
す
。
こ
れ
に
よ
り
日
報
問
題
は
報
道
か
ら
消
ゆ
る
も
、
日
報

が
當
該
事
案
の
實
施
中
に
衆
目
の
見
る
所
と
な
る
て
ふ
眞
の
問
題
點
は
遂
に
無
視
せ
ら
る
。
同
じ
一
般
行
政
官
廳
た
る

外
務
省
に
於
け
る
在
外
公
館
よ
り
の
日
々
の
通
信
は
隨
時
公
開
請
求
可
能
に
は
非
ざ
ら
ま
し
。
防
衞
省
は
「
省
」
に
昇
格

後
日
も
淺
く
、
或
い
は
報
道
の
批
判
も
あ
り
け
る
に
や
、
重
要
情
報
の
管
理
體
制
確
立
未
だ
し
の
感
あ
る
を
如
何
せ
む
。

上
記
二
件
の
事
よ
り
考
ふ
る
に
、
惡
魔
の
證
明
を
補
強
せ
む
と
、
何
事
も
文
書
に
遺
す
べ
し
と
な
ら
ば
、
Ｉ
Ｔ
全
盛
の

世
の
中
、
厖
大
の
議
事
文
書
、
録
音
デ
ー
タ
の
類
、
管
理
不
能
の
ま
ゝ
公
式
、
私
用
を
問
は
ず
凡
ゆ
る
業
腦
に
蓄
積
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

手
も
著
く
る
能
は
ざ
れ
ば
則
ち
ハ
ッ
カ
ー
偸
簿
者
の
好
餌
と
な
ら
む
。
又
防
衞
省
は
今
囘
の
問
題
の
後
遺
症
と
て
、
各

ハ
ッ
カ
ー

種
「
日
報
」
は
廢
棄
も
祕
匿
指
定
も
ま
ゝ
な
ら
ず
、
更
に
は
平
地
に
波
瀾
を
求
む
る
人
々
情
報
公
開
法
に
群
が
り
、
軍
事

情
報
は
世
界
に
筒
拔
け
と
な
ら
む
。
か
く
て
は
自
衞
隊
は
其
の
職
務
を
全
う
し
得
る
や
、
答
は
明
ら
か
な
り
。
前
の
大

戰
に
て
我
が
軍
の
暗
號
米
軍
の
解
讀
す
る
所
大
と
な
り
、
戰
局
の
不
利
掩
ふ
べ
か
ら
ず
し
て
遂
に
敗
戰
に
至
る
。
今
日

米
露
熾
烈
の
諜
簿
戰
に
見
る
如
く
、
情
報
の
重
要
性
十
分
に
理
解
せ
ら
る
と
雖
も
、
最
も
基
礎
的
の
暗
號
理
論
な
ど
一
般

サ
イ
バ
ー
ウ
ォ
ー

教
養
と
し
て
教
へ
ら
る
ゝ
こ
と
少
く
、
巨
大
デ
ー
タ
に
對
す
る
偸
簿
對
策
も
要
路
の
人
理
解
し
得
ざ
る
を
懼
る
。
高
額

ビ
ッ
グ

ハ
ッ
キ
ン
グ

の
銀
行
預
金
を
詐
取
す
る
最
近
の
俺
々
詐
欺
な
ど
銀
行
記
録
情
報
の
密
か
な
る
漏
洩
を
さ
へ
疑
は
し
む
。

デ
ー
タ

か
や
う
の
状
況
の
中
、
電
網
空
間
に
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
正
面
よ
り
論
ず
る
向
き
寡
か
ら
ず
、
恣
意
的
世
論
操
作
を
疑

は
る
ゝ
報
道
系
に
一
石
を
投
ず
。
今
囘
國
會
に
喚
問
の
元
愛
媛
縣
知
事
へ
の
質
疑
を
通
じ
、
十
五
年
に
亘
る
文
部
科
學

省
の
岩
盤
規
制
に
對
す
る
挑
戰
の
經
緯
明
ら
か
と
な
る
も
、
一
部
報
道
系
は
「
報
道
せ
ざ
る
自
由
」
の
權
を
驅
使
し
て
前

川
氏
の
「
行
政
に
歪
み
」
發
言
を
主
に
採
上
ぐ
。
讀
者
こ
れ
ま
で
か
ゝ
る
事
情
は
知
る
由
も
な
か
り
け
る
も
、
電
網
を
通

じ
「
詠
み
人
知
ら
ぬ
人
は
な
し
」
と
こ
そ
は
な
り
に
け
れ
。

口
語
の
引
用
箇
所
の
表
記
は
地
の
文
に
統
一

（

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日
受
附
）一

惡
魔
の
證
明
と
情
報
管
理

市
川
浩
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